
櫃
敬
史
「
新
渡
戸
稲
造
の
米
国
留
学
時
代
に
お
け
る
農
学
研
究
に
関
す
る
実
証
的
研
究

ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
所
蔵
文
書
の
分
析
を
中
心
と
し
て

」『
北
海
道

大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』
第
一
〇
一
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、
小
林
竜
一

「
新
渡
戸
稲
造
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
留
学
の
意
義

ク
エ
ー
カ
ー
主
義
と
内
村
鑑

三
」『
比
較
文
化
研
究
』
第
九
八
号
、
二
〇
一
一
年
九
月
な
ど
。

②
ア
メ
リ
カ
で
吸
収
し
た
ク
エ
ー
カ
ー
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
角
谷
晋
次
「
新
渡
戸

稲
造
と
ク
ェ
ー
カ
ー
リ
ズ
ム
」『
比
較
文
化
研
究
年
報
』
第
三
号
、
一
九
九
一
年
九
月
、

寺
崎
宣
昭
「
新
渡
戸
稲
造
と
ア
メ
リ
カ

新
渡
戸
稲
造
の
ク
エ
ー
カ
ー
派
キ
リ
ス
ト

教
精
神
と
『
ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
』
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

」

�、

�『
国
学
院
大

学
栃
木
短
期
大
学
紀
要
』
第
三
二
、
三
四
号
、
一
九
九
八
年
三
月
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
、

鵜
沼
裕
子
「
新
渡
戸
稲
造
の
ア
メ
リ
カ
観
と
ク
エ
ー
カ
ー
主
義
」『
聖
学
院
大
学
論
叢
』

一
六
巻
二
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、
大
山
綱
夫
「
内
村
鑑
三
と
新
渡
戸（
太
田
）稲
造
の

ア
メ
リ
カ
滞
在
期
体
験

非
制
度
的
聖
職
者
へ
の
道
と
ク
エ
ー
カ
ー
へ
の
道

」

『
キ
リ
ス
ト
教
史
学
』
第
六
一
集
、
二
〇
〇
七
年
七
月
、
小
林
竜
一
「
新
渡
戸
稲
造
に

お
け
る
ア
メ
リ
カ
留
学
の
意
義

ク
エ
ー
カ
ー
主
義
と
内
村
鑑
三

」
『
比
較
文

化
研
究
』
第
九
八
号
、
二
〇
一
一
年
九
月
な
ど
。

③
ア
メ
リ
カ
ン
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
摂
取
に
つ
い
て
は
、
K
a
zu
h
iro
M
a
esh
im
a

（
前
嶋
和
弘
）,
・T
o
cq
u
ev
ille・s

D
em
o
cra
cy
a
n
d
S
a
m
u
ra
i:
In
a
zo
N
ito
b
e・s

A
ttem

p
t
to
A
p
p
ly
A
m
erica

n
D
em
o
cra
cy
to
th
e
F
eu
d
a
l
T
ra
d
itio
n
o
f

Ja
p
a
n
,『
敬
和
学
園
大
学
研
究
紀
要
』
第
一
三
号
、
二
〇
〇
四
年
二
月
な
ど
。

④
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
行
動
・
思
想
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
奈
良

�「
国
際
連
盟
を
め

ぐ
る
新
渡
戸
と
ウ
イ
ル
ソ
ン

革
新
の
時
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
思
想
と
政

治
」
『
盛
岡
大
学
英
語
英
米
文
学
会
会
報
』
第
六
号
、
一
九
九
五
年
三
月
な
ど
が

あ
る
。

（

2）
松
下
菊
人
「
新
渡
戸
稲
造
の
ア
メ
リ
カ
観

満
州
事
変
の
時
代
を
中
心
に

」

『
職
業
訓
練
大
学
校
紀
要
』
第
三
号
、
一
九
七
四
年
三
月
（
の
ち
松
下
『
国
際
人
・
新

渡
戸
稲
造
』
ニ
ュ
ー
カ
レ
ン
ト
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
一
九
八
七
年
に
収
録
）、
齋

藤
真
「
草
創
期
ア
メ
リ
カ
研
究
の
目
的
意
識

新
渡
戸
稲
造
と
『
米
国
研
究
』

」

細
谷
千
博
、
斎
藤
真
編
『
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
と
日
米
関
係
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一

九
七
八
年
）
所
収
、
佐
々
木
篁
『
ア
メ
リ
カ
の
新
渡
戸
稲
造

「
太
平
洋
の
橋
」
取

材
記

』
（
岩
手
放
送
企
画
・
編
集
、
熊
谷
印
刷
出
版

部
発
行
、
一
九
八
五
年
）
、
奈

良

�「
新
渡
戸
稲
造
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
文
化
の

受
容
」
『
比
較
文
化
研
究
年
報
』
第

三
号
、
一
九
九
一
年
九
月
、
佐
々
木
篁
「
新
渡
戸
稲
造
に
お
け
る
『
ア
メ
リ
カ
』
と

『
日
本
』、
あ
る
い
は
『
西
洋
』
と
『
東
洋
』」『
比
較
文
化
研
究
年
報
』
第
三
号
、
一
九

九
一
年
九
月
、
阿
川
尚
之
「
本
で
読
み
解
く
日
本
人
の
ア
メ
リ
カ
観

国
際
人
新
渡

戸
稲
造
と
ア
メ
リ
カ

」
『

外
交

フ
ォ
ー
ラ
ム
』
一
九
九
八
年
八
・
九
月

合
併
号

（
通
巻
第
一
二
一
号
）、
一
九
九
八
年
九
月
（
の
ち
阿
川
『
ア
メ
リ
カ
が
見
つ
か
り
ま
し

た
か

戦
前

�

』
都

市
出
版
、
一
九
九
八
年
に
収
録
）
、
三

輪
公

忠
『

隠
さ

れ

た
ペ
リ
ー
の
「

白
旗
」

日
米
関
係
の
イ
メ
ー
ジ
論
的
・
精
神
史
的
研
究

』

（
S
o
p
h
ia
U
n
iv
ersity

P
ress

上
智
大
学
、
一
九
九
九
年
）
、
三

輪
公

忠
「
ソ

フ
ト
・

パ
ワ
ー
、
ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
―
日
露
戦
争
前
後
の
ア
メ
リ
カ
の
対
日
イ
メ
ー
ジ
と
日
本

人
の
自
己
イ
メ
ー
ジ
、
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
、
マ
ハ
ン
、
朝
河
貫
一
、
新
渡

戸
稲
造
を
中
心
に

」
『

軍
事
史
学
』
四
〇
巻
二
・
三

合
併
号
（

通
巻
第
一
五
八
・

一
五
九

合
併
号
）
、
二
〇
〇
四
年

十
二
月
、
小

倉
和
夫
「
新
渡
戸
稲
造
の

見
た
ア
メ

リ
カ
」
『
新
渡
戸
稲
造
研
究
』
第
一
五
号
、
二
〇
〇
六
年
九
月
、

拙
稿
「
新
渡
戸
稲
造

ア
メ
リ
カ
、
中
国
と
の
格
闘

」『
新
日
本
学
』
第
二
六
号
、
二
〇
一
二
年
九
月
、

谷
口
真
紀
「
晩
年
の
新
渡
戸
稲
造
と
ア
メ
リ
カ

満
州
事
変
後
の
ア
メ
リ
カ
講
演
を

め
ぐ
る

評
価

」
『
ア
メ
リ
カ
研
究
』
第
四
七
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
（
の
ち

加
筆

修
正
の

上
、
谷

口
『
太
平
洋
の

航
海
者

新
渡
戸
稲
造
の

信
仰
と
実

践
』
関

西

学
院
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
に
収
録
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
拙
稿
「
新
渡
戸

稲
造

ア
メ
リ
カ
、
中
国
と
の

格
闘

」
は
学

術
論
文
で
は
な

く
、

脚
注
を

付
け

な
い
ご
く
短
い
エ
ッ
セ
イ
で
あ
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
改
め
て
詳
し
く
考
察
を
加
え
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
亀
井
俊

介
編
『
日
本
人
の
ア
メ
リ
カ
論
』（
研
究
社
出
版
、

一
九
七
七
年
）、
平
川

�弘
『
西
欧
の
衝
撃
と
日
本
』（

講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
五

年
）
な
ど
が
新
渡
戸
の
ア
メ
リ
カ
観
を
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら
に
以
上
①
か
ら
⑤
の
範

疇
に
入
ら
な
い
も
の
と
し
て
、
津
曲
裕
次
「
ア
メ
リ
カ
・
エ
ル
ウ
ィ
ン
知
的
障
害
者
セ

ン
タ
ー
と
日
本
人

田
中
不
二
麿
、
新
渡
戸
稲
造
、
内
村
鑑
三
、
小
西
信
八
、
石
井

筆
子
・

亮
一

」
『

純
心
人
文
研
究
』
第
一
九
号
、
二
〇
一
三
年
二
月
が
あ
る
。

そ
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の
中
で
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
医
学
部
医
学
史
図
書
館
「
カ
ー
リ
ン
文
書
」
に
所
蔵
さ

れ
た
ア
メ
リ
カ
留
学
中
の
新
渡
戸
の
書
簡
一
通
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
と
く
に
ア
メ
リ
カ
観
に
焦
点
を
絞
っ
た
研
究
で
は
な
い
が
、
本
稿
を
執
筆
す
る

上
で
、
長
年
新
渡
戸
研
究
に
力
を
注
い
で
こ
ら
れ
た
佐
藤
全
弘
氏
の
『
新
渡
戸
稲
造

生
涯
と
思
想

』
（
キ
リ
ス
ト
教
図
書
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
、
新
渡
戸
の
生

涯
の
全
体
像
を
は
じ
め
て
明
ら
か
に
し
た
草
原
克
豪
氏
の
『
新
渡
戸
稲
造
一
八
六
二
―

一
九
三
三

我
、
太
平
洋
の
橋
と
な
ら
ん

』
（
藤
原
書
店
、
二
〇
一
二
年
）
が

参
考
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
佐
藤
全
弘
、
藤
井
茂
共
著
『
新
渡
戸
稲
造
事
典
』（
教
文
館
、

二
〇
一
三
年
）
は
詳
細
な
年
譜
を
収
録
し
た
新
渡
戸
研
究
の
必
読
書
で
あ
る
。

（

3）
新
渡
戸
稲
造
全
集
編
集
委
員
会
編
『
新
渡
戸
稲
造
全
集
』
第
一
―
二
三
巻
・
別
巻
二

（
教
文
館
、
一
九
六
九
―
七
〇
年
、
一
九
八
五
―
八
七
年
、
二
〇
〇
一
年
）。
以
下
『
全

集
』
と
略
す
。

（

4）
東
京
女
子
大
学
図
書
館
新
渡
戸
稲
造
記
念
文
庫
の
所
蔵
書
に
つ
い
て
は
、
東
京
女
子

大
学
図
書
館
編
集
・
発
行
『
東
京
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
新
渡
戸
稲
造
記
念
文
庫
目

録
』（
一
九
九
二
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（

5）
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
主
張
す
る
平
等
論
の
本
旨
」『
実
業
之
日
本
』
一
九
一
九
年
三
月

十
五
日
『
全
集
』
四
巻
、
五
三
二
頁
。

（

6）
『
帰
雁
の
蘆
』
一
九
〇
七
年
十
二
月
『
全
集
』
六
巻
、
一
三
三
頁
。

（

7）
亀
井
俊
介
『
自
由
の
聖
地

日
本
人
の
ア
メ
リ
カ

』
（
研
究
社
出
版
、
一
九

七
八
年
）
な
ど
亀
井
氏
の
一
連
の
研
究
を
参
照
の
こ
と
。

（

8）
『
帰
雁
の
蘆
』
一
九
〇
七
年
十
二
月
『
全
集
』
六
巻
、
二
五
頁
。
こ
の
と
き
新
渡
戸

は
夢
中
の
あ
ま
り
船
か
ら
い
つ
の
間
に
か
陸
に
上
が
っ
て
し
ま
い
、
税
関
の
鉄
門
前
で

注
意
さ
れ
て
は
じ
め
て
気
が
つ
い
た
と
い
う
。

（

9）
同
右
、
二
一
―
二
二
頁
。

（

10）
同
右
、
二
二
頁
。

（

11）
三
輪
『
隠
さ
れ
た
ペ
リ
ー
の
「
白
旗
」』
四
二
―
四
三
頁
。

（

12）
和
泉
「
札
幌
農
学
校
初
期
に
お
け
る
農
業
経
済
学
の
形
成
過
程
に
関
す
る
研
究
」
八

七
―
九
〇
頁
。
新
渡
戸
の
履
修
の
実
態
を
は
じ
め
て
詳
細
に
明
ら
か
に
し
た
注
目
す
べ

き
労
作
で
あ
る
。
ま
た
歴
史
・
政
治
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
お
け
る
新
渡
戸
の
報
告
に
つ
い

て
解
明
し
た
同
氏
の
「
新
渡
戸
稲
造
の
ア
メ
リ
カ
留
学
と
農
政
学
研
究
」
も
あ
わ
せ
て

参
照
の
こ
と
。
さ
ら
に

F
u
ru

y
a
,
・N

ito
b
e
In
a
zo

in
B
a
ltim

o
re・
は
新
渡
戸
の
履

修
状
況
に
加
え
て
ク
エ
ー
カ
ー
と
し
て
の
宗
教
生
活
面
も
検
証
し
て
お
り
、
大
い
に
参

考
と
な
る
。
以
上
三
つ
の
論
考
は
い
ず
れ
も
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
所
蔵
資

料
を
用
い
た
貴
重
な
研
究
で
あ
る
。

（

13）
和
泉
「
札
幌
農
学
校
初
期
に
お
け
る
農
業
経
済
学
の
形
成
過
程
に
関
す
る
研
究
」
九

三
―
九
四
頁
。

（

14）
『
読
書
と
人
生
』（
一
九
二
九
、
三
〇
年
頃
の
早
稲
田
大
学
で
の
課
外
講
義
を
ま
と
め

た
も
の
、
出
版
は
一
九
三
六
年
二
月
）『
全
集
』
一
一
巻
、
四
三
三
―
四
三
四
頁
。

（

15）
『
内
観
外
望
』（
一
九
二
八
年
以
降
約
三
年
間
の
早
稲
田
大
学
で
の
講
演
を
ま
と
め
た

も
の
、
出
版
は
一
九
三
三
年
五
月
）『
全
集
』
六
巻
、
二
四
一
―
二
四
二
頁
。

（

16）
『
読
書
と
人
生
』（
一
九
二
九
、
三
〇
年
頃
）『
全
集
』
一
一
巻
、
四
三
三
頁
。『

内
観

外
望
』（
一
九
二
八
年
以
降
約
三
年
間
）『
全
集
』
六
巻
、
二
三
九
―
二
四
〇
頁
。

（

17）
新
渡
戸
は
イ
リ
ー
か
ら
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の
批
判
も
聞
い
た
と
い
う
。
イ
リ
ー
は
、

マ
ル
キ
シ
ズ
ム
は
紙
の
上
で
考
え
た
学
説
で
あ
る
、
現
実
の
実
際
と
い
う
も
の
を
離
れ

て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
純
理
と
し
て
は
非
常
に
巧
み
な
も
の
で
あ
る
が
、
ま
っ

た
く
リ
ア
リ
テ
ィ
を
没
却
し
た
説
で
あ
る
、
と
批
評
し
た
と
新
渡
戸
は
回
想
し
て
い
る

（『
内
観
外
望
』『
全
集
』
六
巻
、
二
三
五
―
二
三
六
頁
）。

（

18）
『
読
書
と
人
生
』（
一
九
二
九
、
三
〇
年
頃
）『
全
集
』
六
巻
、
二
三
九
―
二
四
〇
頁
。

（

19）
『
帰
雁
の
蘆
』
一
九
〇
七
年
十
二
月
『
全
集
』
六
巻
、
一
三
三
―
一
三
四
頁
。

（

20）
同
右
、
一
三
八
―
一
三
九
頁
。

（

21）
「
日
本
人
の
ク
ェ
ー
カ
ー
観
」（
一
九
二
六
年
十
二
月
十
四
日
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
大
学
で

の
講
演
）『
全
集
』
一
九
巻
、
四
一
一
―
四
一
二
頁
。

（

22）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
先
に
あ
げ
た
和
泉
庫
四
郎
氏
、
古
矢
旬
氏
の
研
究
を
参
照
の
こ

と
。

（

23）
F
u
ru

y
a
,
・N

ito
b
e
In
a
zo

in
B
a
ltim

o
re,・

53.

（

24）
Ib
id
.,
54.
和
泉
「
新
渡
戸
稲
造
の
ア
メ
リ
カ
留
学
と
農
政
学
研
究
」
八
六
―
八
七

頁
。

（

25）
『
帰
雁
の
蘆
』
一
九
〇
七
年
十
二
月
『
全
集
』
六
巻
、
八
八
―
八
九
頁
。

新渡戸稲造のアメリカ観
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（
26）

同
右
、
五
一
―
五
三
頁
。

（
27）

同
右
、
一
二
六
―
一
二
七
頁
。

（

28）
『
自
警
』
一
九
一
六
年
十
月
『
全
集
』
七
巻
、
五
五
七
―
五
五
九
頁
。
新
渡
戸
は
イ

ギ
リ
ス
の
リ
バ
プ
ー
ル
で
も
類
似
の
体
験
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
根
柢
的
意
義
」『
実
業
之
日
本
』
一
九
一
九
年
一
月
一
日
『
全
集
』
四
巻
、
四
九
九
―

五
〇
一
頁
。

（

29）
『
自
警
』
一
九
一
六
年
十
月
『
全
集
』
七
巻
、
五
五
九
頁
。

（

30）
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
根
柢
的
意
義
」『
実
業
之
日
本
』
一
九
一
九
年
一
月
一
日
『
全
集
』

四
巻
、
五
〇
四
―
五
〇
五
頁
。
ち
な
み
に
そ
の
よ
う
に
考
え
る
彼
は
、
政
治
的
な
漸
進

主
義
を
重
視
し
て
暴
力
革
命
に
反
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
そ
れ
に
影
響
を
与
え
た
ル

ソ
ー
（
Jea

n
-Ja

cq
u
es

R
o
u
ssea

u
）
の
『
社
会
契
約
論
』
を
自
由
と
民
主
主
義
を
誤

解
濫
用
し
た
も
の
と
し
て
強
く
批
判
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
マ
ル
ク
ス
主
義
に
つ
い
て
、

現
在
の
日
本
で
そ
れ
が
実
行
さ
れ
る
な
ら
ば
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
上
の
惨
毒
を
わ
が
国
家

お
よ
び
国
民
に
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
と
警
告
し
た
。
国
体
、
私
有
財
産
制
を
破
壊
し
て
人

間
の
幸
福
が
生
ま
れ
る
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
、
か
え
っ
て
人
間
が
堕
落
す
る
と
新
渡
戸

は
い
う
（「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
要
素
」『
実
業
之
日
本
』
一
九
一
九
年
二
月
一
日
『
全
集
』

四
巻
、
五
〇
八
―
五
一
四
頁
。『
内
観
外
望
』（
一
九
二
八
年
以
降
約
三
年
間
）『
全
集
』

六
巻
、
一
九
五
―
一
九
六
、
二
三
二
頁
）。

新
渡
戸
は
人
の
思
想
は
あ
く
ま
で
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
官
憲
が
そ
れ
を
圧
迫

す
る
の
は
間
違
い
で
あ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
は
学
理
と
し
て
大
い
に
研
究
さ
れ
る
べ

き
だ
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
を
実
行
に
移
す
こ
と
に
は
異
議
を
唱
え
た
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
の
三
・
一
五
事
件
に
際
し
て
は
、
国
家
の
根

柢
を
覆
す
よ
う
な
行
動
を
取
り
締
ま
る
の
は
、
普
通
に
い
う
圧
迫
と
は
質
を
異
に
し
、

も
っ
と
も
至
当
な
国
家
権
力
の
行
使
で
あ
る
と
し
て
そ
れ
を
肯
定
し
た
（
「
共
産
党
事

件
に
対
す
る
感
想
」
『
実
業
之
日
本
』
一
九
二
八
年
五
月
一
日
『
全
集
』
四
巻
、
五
五

〇
、
五
四
五
頁
。『
内
観
外
望
』『
全
集
』
六
巻
、
二
五
五
頁
）。

そ
う
し
た
彼
の
意
見
の
有
力
な
根
拠
と
な
っ
て
い
た
の
は
エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー
ク

（
E
d
m
u
n
d
B
u
rk

e）
の
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
省
察
』（

R
eflection

s
on

th
e
R
evolu

-

tion
in

F
ra
n
ce）
で
あ
っ
た
。
新
渡
戸
は
同
書
を
非
常
に
高
く
評
価
し
て
お
り
、
政

治
学
を
学
ぶ
者
は
こ
れ
を
一
読
二
読
三
読
す
べ
き
で
あ
る
、
政
治
思
想
の
根
本
を
養
う

に
は
バ
ー
ク
に
限
る
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。
新
渡
戸
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
や
ロ

シ
ア
革
命
は
宗
教
を
退
け
、
理
屈
だ
け
で
や
ろ
う
と
し
た
か
ら
妙
な
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
バ
ー
ク
に
よ
れ
ば
、
国
を
治
め
る
に
は
伝
統
や
そ
の
国
民
が
信
じ
て
い
る
昔
ば

な
し
、
迷
信
の
た
ぐ
い
も
無
視
で
き
ず
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
理
屈
に
合
わ
な
い
よ
う
な
王

道
が
国
を
治
め
る
根
底
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
も
二
千
年
の
歴
史
、
国
体
が
続
い
て

い
て
、
大
嘗
祭
な
ど
二
千
年
前
の
風

俗
習
慣
が
今
日
で
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
西
洋
の

新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
な
が
ら
も
、
根
底
に
お
い
て
古
か
ら

変
わ
ら
な
い
心
棒
が
一

貫
し
て
い
る
。
つ
ま
り
国
と
い
う
も
の
は
古
く
か
ら
蓄
積
さ
れ
た
も
の
の
集
積
体
で
あ

り
、
理
屈
だ
け
で
治
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
バ
ー
ク
を
読
む
と
、
そ

う
し
た
国
を
治
め
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
点
が
わ
か
っ
て
く
る
と
新
渡
戸
は

い
う
（『
内
観
外
望
』『
全
集
』
六
巻
、
二
〇
〇
―
二
〇
一
、
二
三
〇
、
二
七
六
―
二
七

八
、
二
八
五
頁
）
。
こ
の
よ
う
に
バ
ー
ク
か
ら
影
響
を

受
け
た
新
渡
戸
の
考
え

方
は
、

今
日
で
い
う
保
守
的
自
由
主
義
の
立
場
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（

31）
「
自
由
国
民
の
底
力
」『
実
業
之
日
本
』
一
九
一
九
年
二
月
十
五
日
『
全
集
』
四
巻
、

五
二
一
―
五
二
二
頁
。

（

32）
『

偉
人

群
像
』
（
一
九
二
九
年
以

来
『
大

阪
毎
日
新

聞
』
『

東
京
日
日
新

聞
』
で
連
載

さ
れ
た
も
の
、
出
版
は
一
九
三
一
年
十
一
月
）『
全
集
』
五
巻
、
四
九
二
頁
。

（

33）
「
人
物
崇
拝
」
（
一
九
〇
七
年
二
月
。
『
随
想
録
』
同
年
八
月
に
収
録
さ
れ
た
も
の
）

『
全
集
』
五
巻
、
一
四
六
―
一
四
七
頁
。
新
渡
戸
が
こ
の
英
語
の
一
節
を
よ
く
揮
毫
し

た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
（
佐
藤
、
藤
井
『
新
渡
戸
稲
造
事
典
』
二
七
五
頁
）。

（

34）
『
一
日
一
言
』
一
九
一
五
年
一
月
『
全
集
』
八
巻
、
四
二
〇
頁
。『
自
警
』
一
九
一
六

年
十
月
『
全
集
』
七
巻
、
六
四
二
頁
、
六
五
二
頁
。
の
ち
に
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク

（
Jea

n
n
e
d
・A

rc;
Jo

a
n
o
f
A
rc）
も
新
渡
戸
の
崇
拝
の
対
象
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
後
年
彼
は
、
自
分
は
「
リ
ン
コ
ル
ン
崇
拝
者
で
、

私
の
家
の
神
棚
に
は
キ
リ
ス
ト
と
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
リ
ン
コ
ル
ン
、
そ
れ
に
十
二
三
年
前

か
ら
女
の
神
と
し
て
ジ
ャ
ン
ダ
ー
ク
、
こ
の
四
人
が
祀
つ
て
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

『
内
観
外
望
』（
一
九
二
八
年
以
降
約
三
年
間
）『
全
集
』
六
巻
、
四
六
一
頁
。

（

35）
E
rn

est
F
o
ster,

A
b
ra
h
a
m

L
in
coln

（
L
o
n
d
o
n
;

P
a
ris;

N
ew

Y
o
rk

;
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M
elb
o
u
rn
e:
C
a
ssell

&
C
o
.,
1890）,

東
京
女
子
大
学
図
書
館
新
渡
戸
稲
造
記
念
文

庫
所
蔵
。
表
紙
見
返
し
に
「
D
r.
In
a
zo
N
ito
b
e
―
W
ith
k
in
d
reg
a
rd
s
A
rth
u
r

A
.
B
rig
h
a
m
S
a
p
p
o
ro
M
a
y

6th
1892

」
の
署
名
が
あ
り
、
当
時
札
幌
農
学
校
で

新
渡
戸
の
同
僚
で
あ
っ
た
ア
ー
サ
ー
・
ア
ン
バ
ー
（
A
m
b
er）
・
ブ
リ
ガ
ム
か
ら
の
献

呈
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（

36）
Ib
id
.,
31.

（

37）
Ib
id
.,
92.

（

38）
Ib
id
.,
94.

（

39）
C
.S
.B
ea
rd
slee,A

b
ra
h
a
m

L
in
coln

・s
C
a
rd
in
a
l
T
ra
its:

A
S
tu
d
y
in

E
th
ics

（
B
o
sto
n
:
R
ich
a
rd
G
.
B
a
d
g
er
T
h
e
G
o
rh
a
m
P
ress;

T
o
ro
n
to
:
T
h
e
C
o
p
p

C
la
rk
C
o
.,
C
o
p
y
rig
h
t
1914）,

東
京
女
子
大
学
図
書
館
新
渡
戸
稲
造
記
念
文
庫
所

蔵
。

（

40）
Ib
id
.,
38.
ま
た
こ
の
演
説
全
文
を
掲
げ
た
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
は
、
「
愛
情
を
こ
め
て

わ
れ
わ
れ
が
希
望
す
る

熱
烈
に
祈
願
す
る

の
は
、
こ
の
戦
争
と
い
う
強
大
な

天
罰
が
す
み
や
か
に
過
ぎ
去
る
こ
と
で
あ
る
」
の
右
余
白
に
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
き
、

「
誰
に
も
悪
意
を
抱
か
ず
、
す
べ
て
の
人
に
慈
愛
を
も
っ
て
接
し
、
神
が
わ
れ
わ
れ
に

見
る
よ
う
に
と
与
え
た
そ
の
正
義
を
固
く
信
じ
」
の
左
余
白
に
「
〇
」
を
記
し
て
い
る
。

Ib
id
.,
243-244.

（

41）
Ib
id
.,
43,

44,
52.

（

42）
佐
藤
、
藤
井
『
新
渡
戸
稲
造
事
典
』
五
〇
六
頁
。

（

43）
F
ra
n
cis
F
ish
er
B
ro
w
n
e,

T
h
e

E
very-D

a
y

L
ife

of
A
b
ra
h
a
m

L
in
coln

（
C
h
ica
g
o
:
B
ro
w
n
e
&
H
o
w
ell
C
o
.,
1914）,

東
京
女
子
大
学
図
書
館
新
渡
戸
稲
造

記
念
文
庫
所
蔵
。

（

44）
C
a
rl
C
ro
w
,
A
m
erica

a
n
d

th
e
P
h
ilip

p
in
es（
G
a
rd
en
C
ity
,
N
ew
Y
o
rk
:

D
o
u
b
led
a
y
,
p
a
g
e
&
C
o
.,
1914）,

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
新
渡
戸
稲
造
文
庫
所

蔵
。

（

45）
Ib
id
.,
31.

（

46）
Ib
id
.,
54,

57.

（

47）
Ib
id
.,
228.

（

48）
『
帰
雁
の
蘆
』
一
九
〇
七
年
十
二
月
『
全
集
』
六
巻
、
二
七
―
三
〇
頁
。

（

49）
同
右
、
三
五
頁
。

（

50）
同
右
、
七
二
―
七
三
頁
。

（

51）
川
西
実
三
「
新
渡
戸
先
生
に
関
す
る
追
憶
」『
全
集
』
別
巻
、
二
四
〇
頁
。

（

52）
秦
郁
彦
『
太
平
洋
国
際
関
係
史

日
米
お
よ
び
日
露
危
機
の
系
譜
一
九
〇
〇
～
一

九
三
五

』（
福
村
出
版
、
一
九
七
二
年
）、
六
七
―
七
〇
頁
。

（

53）
拙
著
『
近
代
日
本
人
の
ア
メ
リ
カ
観

日
露
戦
争
以
後
を
中
心
に

』
（
慶
應

義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）、
五
二
―
五
三
頁
。

（

54）
秦
『
太
平
洋
国
際
関
係
史
』
の
第
四
章
「
一
九
一
〇
年
代
の
日
米
危
機
」
を
参
照
の

こ
と
。

（

55）
拙
著
『
近
代
日
本
人
の
ア
メ
リ
カ
観
』
五
四
―
五
五
頁
。

（

56）
新
渡
戸
は
一
九
一
一
年
か
ら
一
二
年
の
一
年
間
、
第
一
回
日
米
交
換
教
授
と
し
て
、

六
つ
の
大
学
な
ど
で
合
計
一
六
六
回
、
の
べ
四
万
人
の
聴
衆
に
講
演
を
行
な
っ
た
が
、

そ
の
と
き
の
講
演
を
ま
と
め
た
も
の
が
『
日
本
国
民

そ
の
国
土
、
民
衆
、
生

活
合
衆
国
と
の
関
係
を
と
く
に
考
慮
し
て
』
で
あ
る
（
佐
藤
全
弘
「
解
説
」
『
全

集
』
一
七
巻
、
六
〇
八
頁
）。

（

57）
『
日
本
国
民
』『
全
集
』
一
七
巻
、
二
五
八
―
二
六
五
頁
。

（

58）
新
渡
戸
は
日
本
移
民
排
斥
運
動
の
根
底
に
人
種
偏
見
が
あ
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
て

い
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
一
方
で
「
米
国
に
人
種
の
偏
見
が
あ
る
と
罵
る
日
本
人
は

反
つ
て
支
那
人
を
排
し
、
朝
鮮
人
を
斥
け
て
居
る
。
日
本
人
〔
の
方
〕
が
西
洋
人
よ
り

も
余
程
他
国
人
に
偏
見
が
多
い
、
西
洋
人
に
は
日
本
人
を
歓
迎
す
る
者
が
甚
だ
多
い
が
、

日
本
人
で
西
洋
人
を
朋
友
と
す
る
者
が
何
人
あ
る
か
、
外
人
を
見
る
と
、
異
人
だ
と
罵

る
」
と
戒
め
て
い
る
。『
人
生
雑
感
』（
お
よ
そ
一
九
〇
六
年
か
ら
一
三
年
頃
ま
で
の
間

に
フ

レ
ン
ド

派
の
集
会
で

述
べ
た
も
の
、
出
版
は
一
九
一
五
年
二
月
）
『
全
集
』
一
〇

巻
、
六
五
頁
。
つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
人
を
一
方
的
に
批
判
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
か
っ

た
。

（

59）
こ
の
個
所
は
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
若
干
省
略
を
し
つ
つ
現
代
的
な
文
体
に
改
め

た
。『
日
本
国
民
』『
全
集
』
一
七
巻
、
二
六
七
―
二
六
八
頁
。

（

60）
同
右
、
二
九
七
頁
。
こ
の
部
分
は
一
九
一
一
年
九
月
、
ル
ラ
ン
ド
・
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

新渡戸稲造のアメリカ観
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ド
・
ジ
ュ
ニ
ア
大
学
で
講
演
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
61）

同
右
、
一
七
頁
。

（

62）
同
右
、
二
三
頁
。

（

63）
同
右
、
三
一
頁
。

（

64）
T
h
o
m
a
s
F
.
M
illa
rd
,
T
h
e
N
ew
F
a
r
E
a
st:
A
n
E
xa
m
in
a
tion

in
to
th
e
N
ew

P
osition

of
Ja
p
a
n
a
n
d
h
er
In
flu
en
ce
u
p
on
th
e
S
olu
tion

of
th
e
F
a
r
E
a
stern

Q
u
estion

,
w
ith
S
p
ecia
l
R
eferen

ce
to
th
e
In
terests

of
A
m
erica

a
n
d
th
e
F
u
-

tu
re
of
th
e
C
h
in
ese
E
m
p
ire（

N
ew
Y
o
rk
:
C
h
a
rles

S
crib
n
er・s
S
o
n
s,
1906）,

東
京
女
子
大
学
図
書
館
新
渡
戸
稲
造
記
念
文
庫
所
蔵
。
最
終
頁
（
三
〇
五
頁
）
に

「
O
n
b
o
a
rd
th
e
T
a
in
a
n
.
V
II.

13.
1906

」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
新
渡
戸
が
一
九
〇

六
年
七
月
十
三
日
、
台
湾
へ
の
航
海
中
、
台
南
丸
船
上
で
読
了
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（

65）
Ib
id
.,
28.
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
あ
る
。

（

66）
Ib
id
.,
129,

93.

（

67）
Ib
id
.,
92.

（

68）
Ib
id
.,
123.

（

69）
Ib
id
.,
112.

（

70）
Ib
id
.,
252,

296,
140.

（

71）
Ib
id
.,
裏
表
紙
見
返
し
の
書
き
込
み
で
あ
る
。

（

72）
L
o
th
ro
p
S
to
d
d
a
rd
,
T
h
e
R
isin
g
T
id
e
of
C
olor

a
g
a
in
st
W
h
ite
W
o
rld
-

S
u
p
rem
a
cy（
L
o
n
d
o
n
:
C
h
a
p
m
a
n
a
n
d
H
a
ll,

1922）,
東
京
女
子
大
学
図
書
館
新

渡
戸
稲
造
記
念
文
庫
所
蔵
。
最
終
頁
（
三
一
〇
頁
）
に
「
2.7.23」

と
記
さ
れ
て
お
り
、

新
渡
戸
が
一
九
二
三
年
二
月
七
日
に
読
了
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
同
書
の
日
本
語

訳
と
し
て
、
ロ
ス
ロ
ッ
プ
・
ス
タ
ッ
ダ
ー
ド
著
、
長
瀬
鳳
輔
訳
『
有
色
人
種
の
勃
興
』

（
政
教
社
、
一
九
二
一
年
十
一
月
）
が
あ
る
。

（

73）
Ib
id
.,
M
a
d
iso
n
G
ra
n
t,
・In
tro
d
u
ctio
n
,・
x
x
x
-x
x
x
i.

（

74）
Ib
id
.,
30

�31.

（

75）
Ib
id
.,
50

�53.

（

76）
Ib
id
.,
301,

165
,
254,

258.

（

77）
Ib
id
.,
264,

270.
な
お
新
渡
戸
は
や
は
り
人
種
主
義
者
の
古
典
的
な
例
と
し
て
有

名
な
フ
ラ
ン
ス
人
ア
ル
テ
ュ
ー
ル
・
ド
・
ゴ
ビ
ノ
ー
（
Jo
sep
h
A
rth
u
r
C
o
m
te
d
e

G
o
b
in
ea
u
）
の
『
諸
人
種
の
不
平
等
に
関
す
る
試
論
』
英
訳
版
（
T
h
e
In
eq
u
lity
of

H
u
m
a
n
R
a
ces）

も
読
ん
で
い
る
。
A
rth
u
r
d
e
G
o
b
in
ea
u
,
T
h
e
In
eq
u
a
lity
of

H
u
m
a
n
R
a
ces,

tra
n
s.
A
d
ria
n
C
o
llin
s（
L
o
n
d
o
n
:
W
illia
m
H
ein
em
a
n
n
,

1915）,
東
京
女
子
大
学
図
書
館
新
渡
戸
稲
造
記
念
文
庫
所
蔵
。
最
終
頁
（
二
一
二
頁
）

に
「

1.23.1917
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
新
渡
戸
が
一
九
一
七
年
一
月
二
十
三
日
に
読

了
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
『
諸
人
種
の
不
平
等
に
関
す
る
試
論
』
は
も
と
も
と
一
八
五
三
年
か
ら
五
五
年

に
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
で
全
四
巻
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
西
洋
に
お
け
る
「
科
学
的
レ
イ

シ
ズ
ム
」
の
初
期
の
代
表
例
、
レ
イ
シ
ズ
ム
の
発
展
と
「
人
種
」
の
理
論
化
を
理
解
す

る
上
で
欠
か
せ
な
い
重
要
な
一
次
資
料
と
さ
れ
る
（
木
村
浩
二
「
純
潔
・
人
種
混
淆
・

ア
メ
リ
カ

ゴ
ビ
ノ
ー
の
『
諸
人
種
の
不
平
等
に
関
す
る
試
論
』

」
『
関
東
学
院

大
学
文
学
部
紀
要
』
第
一
二
三
号
、
二
〇
一
一
年
十
二
月
、
二
頁
）
。
全
体
で
六
部
か

ら
な
り
、
そ
の
う
ち
第
一
部
が
理
論
的
な
根
幹
部
分
で
、
第
二
部
以
下
で
全
文
明
史
が

た
ど
ら
れ
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
貫
く
同
書
の
基
本
テ
ー
ゼ
は
「
文

明
の
衰
退
は
人
種
の
混
血
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
長
谷

川
一
年
「
ア
ル
チ
ュ
ー
ル
・
ド
・
ゴ
ビ
ノ
ー
の
人
種
哲
学
（
一
）
『
人
種
不
平
等
論
』

を
中
心
に

」
『
同
志
社
法
学
』
五
二
巻
四
号
、
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
、
一
二
一
、

一
二
三
頁
）。
新
渡
戸
が
読
ん
だ
英
語
版
は
同
書
の
第
一
部
の
み
を
翻
訳
し
た
も
の
で
、

第
二
か
ら
第
六
部
ま
で
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

同
書
に
お
い
て
著
者
の
ゴ
ビ
ノ
ー
は
、
二
つ
の
完
全
に
異
質
な
人
種
に
由
来
す
る
文

明
は
表
面
に
お
い
て
は
接
触
で
き
て
も
、
決
し
て
合
体
は
し
な
い
し
、
一
方
が
他
方
を

つ
ね
に
締
め
出
す
と
し
て
い
る
が
、
新
渡
戸
は
そ
こ
に
「
？
」
と
記
し
て
い
る
。
さ
ら

に
ゴ
ビ
ノ
ー
が
異
な
る
人
種
、
文
化
間
の
敵
対
は
歴
史
が
明
瞭
に
証
明
し
て
い
る
と
述

べ
る
と
、
や
は
り
「
？
」
と
書
き
込
ん
で
い
る
（
Ib
id
.,
174,

179）
。
さ
ら
に
二
つ
の

国
家
や
民
族
が
接
触
し
た
場
合
、
一
方
の
言
語
が
退
く
こ
と
に
な
る
、
た
と
え
ば
一
三

世
紀
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
ゲ
ル
マ
ン
語
方
言
は
ロ
ー
マ
語
に
そ
の
基
礎
を
明
け
渡
し
、
ケ

ル
ト
語
も
イ
タ
リ
ア
人
の
入
植
者
の
前
に
後
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
す
る
記

述
に
対
し
て
、
新
渡
戸
は
「
F
a
r
fr［
o
m
］
it
!!
T
h
in
k
o
f
C
h
in
ese
w
o
rd
s
in
o
u
r

―122（55）―



la
n
g
u
a
g
e.」
（
そ
ん
な
こ
と
は
な
い

!!

わ
が
言
語
に
お
け
る
中
国
語
の
語
彙
を
考

え
よ
）
と
反
論
を
加
え
て
い
る
（
Ib
id
.,
189）

。
人
種
、
民
族
間
の
相
違
を
強
調
す
る

ゴ
ビ
ノ
ー
の
考
え
方
は
新
渡
戸
の
そ
れ
と
相
容
れ
よ
う
も
な
か
っ
た
。

（

78）
S
to
d
d
a
rd

,
T
h
e
R
isin

g
T
id
e
of

C
olor

a
g
a
in
st

W
h
ite

W
orld

-S
u
p
rem

a
cy,

308.

（

79）
『
内
観
外
望
』
一
九
三
三
年
五
月
、『
全
集
』
六
巻
、
三
八
〇
―
三
八
一
頁
。

（

80）
『
日
本
文
化
の
講
義

日
本
国
民
と
そ
の
文
化
の
発
達
に
関
す
る
概
説

』
（
一

九
三
二
年
十
月
五
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
加
州
大
学
で
の
講
義
を
集
め

た
も
の
で
、
出
版
は
一
九
三
六
年
。
引
用
個
所
は
一
九
三
二
年
十
一
月
二
十
八
日
に
述

べ
ら
れ
た
も
の
）『
全
集
』
一
九
巻
、
三
二
六
頁
。

（

81）
『
内
観
外
望
』
一
九
三
三
年
五
月
『
全
集
』
六
巻
、
三
八
一
頁
。「
米
国
移
民
法
案
修

正
の
報
を
聞
き
て
」
『
実
業
之
日
本
』
一
九
三
〇
年
六
月
十
五
日
『
全
集
』
四
巻
、
五

六
四
―
五
六
五
頁
。

（

82）
同
右
『
全
集
』
四
巻
、
五
六
五
―
五
六
六
頁
。

（

83）
同
右
、
五
六
六
頁
。

（

84）
『
内
観
外
望
』
一
九
三
三
年
五
月
『
全
集
』
六
巻
、
三
八
一
頁
。

（

85）
同
右
、
三
九
九
―
四
〇
一
頁
。

（

86）
「
米
国
移
民
法
案
修
正
の
報
を
聞
き
て
」『
実
業
之
日
本
』
一
九
三
〇
年
六
月
十
五
日

『
全
集
』
四
巻
、
五
七
一
―
五
七
二
頁
。

（

87）
「
編
集
余
録
」
英
文
大
阪
毎
日
・
東
京
日
日
新
聞
一
九
三
一
年
八
月
十
一
日
『
全
集
』

二
〇
巻
、
三
一
六
頁
。

（

88）
「
米
国
移
民
法
案
修
正
の
報
を
聞
き
て
」『
実
業
之
日
本
』
一
九
三
〇
年
六
月
十
五
日

『
全
集
』
四
巻
、
五
六
七
―
五
六
八
頁
。

（

89）
同
右
、
五
六
六
頁
。

（

90）
牧
野
伸
顕
『
回
顧
録
』（
中
公
文
庫
、
一
九
八
七
年
再
版
）、
九
三
―
九
五
頁
。

（

91）
幣
原
喜
重
郎
『
外
交
五
十
年
』（
中
公
文
庫
、
一
九
八
九
年
第
三
版
）、
四
八
―
五
一

頁
。

（

92）
『
日
本
文
化
の
講
義
』
（
引
用
個
所
は
一
九
三
二
年
十
一
月
二
十
八
日
）
『
全
集
』
一

九
巻
、
三
二
七
頁
。

（

93）
『
日
本
文
化
の
講
義
』（
引
用
個
所
は
一
九
三
二
年
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
タ
ウ
ン
の
政
治

研
究
所
で
の
講
演
）『
全
集
』
一
九
巻
、
三
七
九
―
三
八
〇
頁
。

（

94）
『
日
本
文
化
の
講
義
』
（
一
九
三
二
年
十
一
月
二
十
八
日
）
『
全
集
』
一
九
巻
、
三
一

一
頁
。

（

95）
Jo

h
n
S
.
H
o
y
la
n
d
,
T
h
e
R
a
ce

P
rob

lem
a
n
d
th
e
T
ea
ch

in
g
o
f
Jesu

s
C
h
rist

（
L
o
n
d
o
n
:
T
h
e
R
elig

io
u
s
T
ra
ct

S
o
ciety

,［
1925］）.

東
京
女
子
大
学
図
書
館

新
渡
戸
稲
造
記
念
文
庫
所
蔵
。

（

96）
Ib
id
.,
26.
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
と
「

�」
の
書
き
込
み
が
あ
る
。

（

97）
Ib
id
.,
45.「

タ
ス
マ
ニ
ア
」
の
文
字
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（

98）
Ib
id
.,
32.
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
あ
る
。

（

99）
た
だ
し
著
者
の
ホ
イ
ラ
ン
ド
は
人
種
の
違
い
は
意
識
し
て
お
り
、
そ
こ
に
新
渡
戸
は

疑
問
を
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
各
民
族
は
基
本
的
な
概
念
に
お
い
て
か
な
り
違
う

は
ず
だ
と
し
た
個
所
に
は
「
？
」
、
民
族
ご
と
に
義
務
の
観
念
、
名
誉
の
感
覚
、
正
と

不
正
の
判
断
な
ど
は
異
な
る
と
し
た
部
分
に
は
「

in
d
eg

ree
」
（
程
度
問
題
だ
）
と
し

て
疑
問
を
呈
し
て
い
る
（
Ib
id
.,
57

�59）。

（

�）
Ib
id
.,
109.

ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
と
余
白
に
「
〇
」
の
マ
ー
ク
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（

�）
Ib
id
.,
125.

全
体
に
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
「
強
力
に
確
信
す
る
こ
と
」
に
ア
ン
ダ
ー
ラ

イ
ン
が
引
か
れ
て
い
る
。

（

�）
Ib
id
.,
195.

�付記

�本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
平
成
二
十
九
年
度
・
拓
殖
大
学
人
文
科
学
研
究
所
研

究
助
成
金
を
活
用
さ
せ
て
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

新渡戸稲造のアメリカ観

―121（56）―




